
































































 整形力によって改善された骨格挫反対咬合の顎態が治療後にど¢)ような変化を示すか を 知 る 目
 的で, c組n c即 によって治療を行った症例群の骨格系, 歯系の計測を頭部x線規格写真.とで行い,
 治療中および治療後の年間変化量を求めた。 この計測成績を同一年令麟の骨格性反対咬合非 治療
 群および同一症例群の治療葡の成長変化量と比較することによって, 次のような結果を得た。
 1. 下顎骨の次ぎさに関しては, 治療後の変化と成長変化との間に差は認められない。
 2。 下顎骨の僅かな前方への後戻り変位が治療後に認められたが, これは治療後1年間に限っ
  ての変化であ り, 2年目では存在しなかった。
 以上のことか ら, 治療後によ られる後戻り変化は下顎骨の僅かな前方変位に限定されて お り,




 本硯究はチン・キャップによる整形効果の治療後の安定性に関する研究であり, 従来, 報告を
 みなかった分野の業績である。
 著者は, 側面頭部X線規格写真 (女子) を用いて, 治療歴を持たない骨格系反対咬合群とチン
 ・キャップ治療を行った症例群との年間変化量の比較, 及び, 同一症例群の治療開始前と治療終
 了後の年間変化量 の比較を行うことによって次のような結論を得た。
 (i〉 治療後の顎顔瀬預域における大きさと形の変化は, 下顎骨の位置変化を例外として, 骨格
  性反対咬合症例の本来有する成長に・よるものであった。
 (2〉 下顎骨の前方への変位は治療終了後i年の間に限って冤られたが, 2年目には認められな
  かった。 この変位は, チン・キャップ治療の後戻り変化と見倣される。
 これまで, 臨床経験的にチン・キャッ プ治療終了後における異常咬合の軽度の再発が危念 さ れ
 ていたが, この研究によって, 再発は症例固有の成長変化であって, 後戻り変化ではないことが
 明らかとなった。 このことによって, 可能性と して論じられていた catch 脚 growth は否定さ
 れ, 更に抑制力開放による上顎骨の成長促進も期待 し得ないことが明 らかとなり, 加えて, 治療
 後の安定を確実にするためのチ ン・キャッ プ治療の終了時期は成長・発育との関係で考 え ら れ る
 べきものであることが判明 した。
 これらの研究成績は, 歯科矯正学臨床技術の開発に貢献するところが多く, 歯学博士の学位授
 与に価するものと判噺される。
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